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大斎節第 2 主日 
特祷・詩編・聖書日課・代祷 
（聖書日課は聖書協会共同訳） 

◆特 祷 

全
ぜん

能
のう

の神
かみ

よ、わたしたちには 自
みずか

らを助
たす

ける 力
ちから

のないことをあなたは知
し

っておられます。どうか

外
そと

は 体
からだ

を損
そこ

なうすべての 災
わざわ

いを防
ふせ

ぎ、内
うち

は

魂
たましい

を襲
おそ

う悪
あく

念
ねん

を除
のぞ

いてください。主
しゅ

イエス・キ

リストよってお願
ねが

いいたします。  アーメン 

◆創世記 15：1～12、17～18 
1これらのことの後、主の言葉が幻の中でアブラ

ムに臨んだ｡「恐れるな、アブラムよ。私はあなた

の盾である。あなたの受ける報いは非常に大き

い。」2アブラムは言った｡「主なる神よ。私に何を

くださるというのですか。私には子どもがいませ

んのに。家の跡継ぎはダマスコのエリエゼルで

す｡」3アブラムは続けて言った｡「あなたは私に子

孫を与えてくださいませんでした。ですから家の

僕が跡を継ぐのです｡」4 すると、主の言葉が彼に

臨んだ｡「その者があなたの跡を継ぐのではなく、

あなた自身から生まれる者が跡を継ぐ｡」5 主はア

ブラムを外に連れ出して言われた｡「天を見上げ

て、星を数えることができるなら、数えてみなさ

い｡」そして言われた。「あなたの子孫はこのよう

になる｡」6 アブラムは主を信じた。主はそれを彼

の義と認められた。 
7主は言われた｡「私はこの地をあなたに与えて、

それを継がせるために、あなたをカルデアのウル

から連れ出した主である｡」8 アブラムは尋ねた｡

「主なる神よ。私がそれを継ぐことを、どのよう

にして知ることができるでしょうか｡」9 主は答え

られた。「三歳の若い雌牛、三歳の雌山羊、三歳

の雄羊、それに山鳩と鳩の雛を私のもとに持って

来なさい｡」10アブラムはこれらのものをみな持っ

て来て、真ん中で二つに切り裂き、切り裂いたも

のを互いに向かい合わせて置いた。鳥は切り裂か

なかった。11 猛禽がこれらの死体の上に降りて来

ると、アブラムはそれらを追い払った。 
12 日が沈みかけた頃、アブラムは深い眠りに落

ち、恐怖と深い闇が彼を襲った。 
17日が沈み、暗くなった頃、煙を吐く炉と燃える

松明がこれらの裂かれた動物の間を通り過ぎた。
18 こうしてその日、主はアブラムと契約を結んで

言われた。「あなたの子孫にこの地を与える。エ

ジプトの川からあの大河ユーフラテスに至るまで

［の地を与える。］ 

◆詩編 第 27 編 10～18 

10 主
しゅ

よ、わたしが呼
よ

ぶとき、わたしの声
こえ

に聞
き

き‖ 

わたしを憐
あわ

れみ、こたえてください 

11 わたしの 心
こころ

は言
い

う、「神
かみ

の顔
かお

を求
もと

めよ」‖ 神
かみ

よ、あなたの顔
かお

をわたしは慕
した

い求
もと

めます 

12 わたしにみ顔
かお

を隠
かく

さず‖ 怒
いか

りで 僕
しもべ

を 退
しりぞ

け

ないでください
 

 

13 あなたはわたしの助
たす

け、わたしを救
すく

ってくだ

さる神
かみ

‖ わたしを遠
とお

ざけず、見
み

捨
す

てないでく

ださい
 

 

14 父母
ちちはは

がわたしを見
み

放
はな

しても‖ 主
しゅ

はわたしを

受
う

け入
い

れてくださる 

15 主
しゅ

よ、あなたの道
みち

を教
おし

え、平
たい

らな道
みち

筋
すじ

に 導
みちび

い

てください‖ わたしを 陥
おとしい

れようとする者
もの

が

いるのです
 

   

16 わたしを手
て

放
ばな

して敵
てき

の意
い

のままにさせないで

ください‖ 偽
いつわ

りの 証
しょう

人
にん

がわたしに立
た

ち向
む

か

い、暴
ぼう

言
げん

を吐
は

いている    

17 わたしは堅
かた

く信
しん

じます‖ 神
かみ

に生
い

きる人
ひと

びと

の中
なか

で、神
かみ

の 美
うつく

しさを仰
あお

ぎ見
み

ることを 

18 主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

め‖ 心
こころ

を強
つよ

くして主
しゅ

を待
ま

ち望
のぞ

め 
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◆フィリピの信徒への手紙 3：17～４：1 
17 きょうだいたち、皆一緒に私に倣う者となり

なさい。また、あなたがたと同じように、私たち
を模範として歩んでいる人々に目を向けなさい。
18 何度も言ってきたし、今また涙ながらに言いま
すが、キリストの十字架の敵として歩んでいる者
が多いのです。19 彼らの行き着くところは滅びで
す。彼らは腹を神とし、恥ずべきものを誇りとし、
地上のことしか考えていません。20しかし、私たち
の国籍は天にあります。そこから、救い主である
主イエス・キリストが来られるのを、私たちは待
ち望んでいます。21キリストは、万物を支配下に置
くことさえできる力によって、私たちの卑しい体
を、ご自身の栄光の体と同じ形に変えてくださる
のです。 
1ですから、私が愛し、慕っているきょうだいたち、
私の喜びであり、冠である愛する人たち、このよ
うに、主にあってしっかりと立ちなさい。 

◆ルカによる福音書 13：31～35 
31 ちょうどその時、ファリサイ派の人々が何人

か近寄って来て、イエスに言った｡「ここを立ち去
ってください。ヘロデがあなたを殺そうとしてい
ます。」32イエスは言われた｡「行って、あの狐に、
『私は今日も明日も三日目も、悪霊を追い出し、
癒やしを行うことをやめない』と伝えよ。33ともか
く、私は、今日も明日も、その次の日も進んで行
かねばならない。預言者がエルサレム以外の所で
死ぬことは、ありえないからだ。34エルサレム、エ
ルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた
人々を石で打ち殺す者よ、めんどりが雛を羽の下
に集めるように、私はお前の子らを何度集めよう
としたことか。だが、お前たちは応じようとしな
かった。35見よ、お前たちの家は見捨てられる。言
っておくが、お前たちは、『主の名によって来ら
れる方に、祝福があるように』と言う時が来るま
で、決して私を見ることはない｡」 

代祷項目  
★世界の教会とそれに連なる人びとのため  

【世界の聖公会
ア ン グ リ カ ン ・ コ ミ ュ ニ オ ン

】 メラネシア聖
せい

公
こう

会
かい

 
【東京教区】 浅

あさ
草
くさ

聖
せい

ヨハネ 教
きょう

会
かい

、人
じん

権
けん

委
い

員
いん

会
かい

、
「 障

しょう
がい者

しゃ
」関

かん
連
れん

活
かつ

動
どう

連
れん

絡
らく

会
かい

、主
しゅ

教
きょう

被
ひ

選
せん

者
しゃ

マ
リア・グレイス笹

ささ
森
もり

田
た

鶴
づ

司
し

祭
さい

のこれからの歩
あゆ

みの
ため 
【北関東教区】 小

お
山
やま

教
きょう

区
く

墓
ぼ

地
ち

春
しゅん

期
き

教
きょう

区
く

合
ごう

同
どう

逝
せい

去
きょ

者
しゃ

記
き

念
ねん

礼
れい

拝
はい

、主
しゅ

教
きょう

C.F.ライフスナイダー逝
せい

去
きょ

記
き

念
ねん

（3/16） 
【メリーランド教区】 聖

せい
使
し

徒
と

教
きょう

会
かい

、昇
しょう

天
てん

教
きょう

会
かい

、王
おう

なるキリスト 教
きょう

会
かい

 
【エルサレム教区】 インマニュエル 教

きょう
会
かい

 
【NCC】 キリスト 教

きょう
保
ほ

育
いく

連
れん

盟
めい

、キリスト者
しゃ

政
せい

治
じ

連
れん

盟
めい

 
【信施奉献先】 いのちの電

でん
話
わ

の 働
はたら

きのため 

★神の愛と正義による平和と和解の実現のため 
ことにパレスチナとシリアの平和のため、ウクラ
イナ、ミャンマー、アフガニスタンの平安のた
め、平和と正義の実現を求めて活動している人々
のため 

★身近な人々との交わり、教会の交わりのため 
ことにこの地域に生活する人々、教会に関わる 
諸団体・諸施設の営みを覚えて。入信志願者のた
め、また志願者が与えられるため 

★悩み、悲しみまた困難のうちにある人々のため 
・療養中･ご高齢の人々 
・東日本大震災および自然災害による犠牲者と被災

者､支援する人  々
・原発事故のために悩んでいる人  々
・暴力や犯罪、差別や貧困のため、困難な生活を余

儀なくされている人々 
・新型コロナウイルス感染症の苦しみ、不安の内に

ある人々、医療看護に携わっている人々。ことに職を
失って路上生活を余儀なくされたり、生活が困難
になった人々、その方々を支える人々 

・一人で悩み、苦しんでいる人が教会につながり、
神さまに近づくことができるように 

★逝去された人びとのため 
・今週、逝去記念日を迎える人々のため 


